
平成23年2月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年10月13日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社ドトール・日レスホールディングス 上場取引所 東 

コード番号 3087 URL http://www.dnh.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 星野 正則

問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役 （氏名） 木高 毅史 TEL 03-5459-9178
四半期報告書提出予定日 平成22年10月15日 配当支払開始予定日 平成22年11月8日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家・アナリスト向け）

1.  平成23年2月期第2四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 53,171 2.7 4,387 △13.1 4,611 △12.1 2,464 △2.0

22年2月期第2四半期 51,794 ― 5,051 ― 5,248 ― 2,514 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 48.86 ―

22年2月期第2四半期 49.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 103,955 81,753 78.6 1,620.35
22年2月期 100,507 80,218 79.8 1,590.47

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  81,710百万円 22年2月期  80,204百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 13.00 ― 13.00 26.00

23年2月期 ― 13.00

23年2月期 
（予想）

― 13.00 26.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 106,050 5.2 8,577 △5.1 9,019 △4.5 4,804 14.8 95.26



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 50,609,761株 22年2月期  50,609,761株

② 期末自己株式数 23年2月期2Q  181,928株 22年2月期  181,736株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 50,427,988株 22年2月期2Q  50,428,468株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報  

当第２半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出の増加から緩やかに回復し

つつあるものの、欧州財政の信用不安や急激な円高から企業業績の下振れ懸念が生じ先行き不透

明な状況となりました。 

外食業界におきましても、雇用不安や個人所得の低迷から消費者の生活防衛意識は高く、ま

た、低価格競争も激化し厳しい経営環境となりました。 

このような状況下のもとで、当社グループは、「外食業界における日本一のエクセレント・リ

ーディングカンパニー」の地位確立を目指し、立地を厳選してグループ全体で36店舗（直営店舗

20店舗、加盟店舗16店舗）を新規に出店するとともに、業務の効率化、新規業態の立ち上げ、新

メニュー開発、価格の柔軟な見直しなど既存事業の強化を行いました。新たな取り組みといたし

ましては、グループのノウハウを結集し新規業態の開発や店舗運営などの事業展開を図る100％子

会社「Ｄ＆Ｎカフェレストラン」による新業態「ピッツェリア＆バール オリーブ・ツリー」を

開発しました。さらに事業の一層の拡大のために喫茶部門で高級カフェ事業「カフェラミル」、

「ニナス」、「オーバカナル」の譲受けを行いました。また、健康志向の高まりと内製化のため

に国産最高級の大豆を使った豆腐等製造の関連会社「株式会社絶品豆腐」を設立しました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高531億71百万円（前年同期比

2.7％増）、営業利益43億87百万円（前年同期比13.1％減）、経常利益46億11百万円（前年同期比

12.1％減）、四半期純利益24億64百万円（前年同期比2.0％減）となりました。 

  

各事業部門の概況は次のとおりであります。 

（小売事業） 

レストラン部門では、デフレに対応して価格を柔軟に見直す他、「洋麺屋五右衛門」、「麦と

オリーブ」、「洋食浅草軒」、「オリーブの木」の新規メニューの開発、サラダバー・パンバ

ー・アイスバーの設置など商品力のアップに努めました。新展開としましては、新業態の「ピッ

ツェリア＆バール オリーブ・ツリー」を埼玉県朝霞市にオープンする他、名古屋にハンバーグ

の「フランクス」とパスタとピザの「オリーブの木」の併設店を、また神奈川県辻堂市と埼玉県

新座市に「洋麺屋五右衛門」に併設する形でベーカリーの「サンメリー」をオープンしました。

同事業においては、サンメリー以外のレストランへの商品供給を始めたほか、グループ会社で製

造した惣菜を使用して商品のグレードアップを図るなどグループシナジーの追求に努めました。 

喫茶部門では、ドルチェ（デザート）ドリンクの「モンブラン・ラテ」や期間限定のミラノサ

ンド「やわらかチキンと半熟タマゴ～特性タルタルソース～」など、美味しさを追求した新商品

を開発しました。また、ドトールコーヒーショップを“街の避暑地”として見立て、「暑い中が

んばるあなたにちょっとした幸せ」をテーマに、サイズアップクーポンの配信などサマーキャン

ペーンを開催し、多くのお客様のご好評頂きました。さらに、グループ化した高級カフェ事業、

「カフェラミル」を虎ノ門に新規出店するなど、事業の一層の拡大に努めました。 

このような施策を行ってまいりましたが、消費者の生活防衛意識の高まりを背景に依然として

節約志向が強く、業態の垣根を越えた低価格競争など一段と厳しい経営環境が継続し、高価格業

態を中心に来店客数が伸び悩んだこと等から、既存店は前年を下回る結果となりました。 

 以上の結果、小売事業における売上高は323億42百万円（前年同期比9.1%増）、営業利益36億12

百万円（前年同期比9.1%減）となりました。 

  

（卸売事業） 

一般卸売事業においては、チルド飲料の新商品を開発・販売するとともに、ドリップやコーヒ

ー原料の販路拡大に努めました。また、昨年スタートした韓国国内におけるコーヒー飲料事業も

順調に拡大するなど、積極的な販売活動に注力いたしましたが、売上高は前年を若干下回る結果

となりました。 

以上の結果、卸売事業における売上高は、205億97百万円（前年同期比4.7%減）、営業利益は、

38億97百万円（前年同期比3.6%増）となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び総資産の状況   

 当第２四半期連結会計期間末における資産残高は、営業に伴う現預金や売上債権の増加、また事

業譲受として取得した店舗資産や敷金保証金の増加等により1,039億55百万円と前連結会計年度末と

比べ34億47百万円の増加となりました。負債につきましては、仕入債務や未払法人税等の増加によ

り222億１百万円と前連結会計年度末と比べ19億11百万円の増加となりました。純資産につきまして

は、利益剰余金の増加等から817億53百万円となり前連結会計年度末と比べ15億35百万円の増加とな

りました。 

  

②キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、195億19百万円となり、前連結会計

年度と比べ18億29百万円の増加となっております。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益44億63百万円、減価償却費が

17億84百万円、また売上債権の増加額８億59百万円及び仕入債務の増加額10億85百万円、更に法人

税等の支払額７億32百万円等により、58億60百万円の収入となりました。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、事業譲受による支出20億２百万円、新規出店等の有形固

定資産の取得による支出14億86百万円、投資有価証券の売却及び償還による収入17億63百万円等に

より、27億19百万円の支出となりました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出41億20百万円や同資金の調

達による収入35億60百万円等により12億94百万円の支出となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における業績の進捗状況や、外食業界における経営環境等を踏まえ

業績予想の見直しを行った結果、平成23年２月期の通期業績予想を修正しております。詳細につ

きましては、本日開示の「業績予想修正に関するお知らせ」をご参照ください。   
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なもの  

に限定する方法によっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著し

い変化が生じておらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合

には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。但し、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が生

じ、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合は、前連結会計年度末にお

いて使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味した

ものを利用する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示し

ております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）  

該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,529 17,699

受取手形及び売掛金 6,271 5,412

商品及び製品 992 1,007

仕掛品 85 81

原材料及び貯蔵品 1,056 889

繰延税金資産 844 785

その他 1,643 1,762

貸倒引当金 △101 △98

流動資産合計 30,320 27,539

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,219 18,988

機械装置及び運搬具（純額） 1,172 1,314

土地 13,096 12,975

リース資産（純額） 2,126 1,746

その他（純額） 1,494 1,530

有形固定資産合計 37,109 36,556

無形固定資産 1,729 1,446

投資その他の資産   

投資有価証券 8,708 9,699

繰延税金資産 2,471 2,303

差入保証金 22,404 21,715

その他 1,229 1,266

貸倒引当金 △19 △19

投資その他の資産合計 34,795 34,965

固定資産合計 73,634 72,968

資産合計 103,955 100,507
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,182 5,096

短期借入金 3,410 3,970

未払法人税等 2,032 915

賞与引当金 1,020 983

役員賞与引当金 21 40

その他 4,482 4,503

流動負債合計 17,149 15,509

固定負債   

リース債務 1,001 974

退職給付引当金 1,487 1,406

その他 2,562 2,398

固定負債合計 5,051 4,780

負債合計 22,201 20,289

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 25,858 25,858

利益剰余金 56,333 54,525

自己株式 △368 △368

株主資本合計 82,824 81,015

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △918 △787

繰延ヘッジ損益 △193 △24

為替換算調整勘定 △1 －

評価・換算差額等合計 △1,113 △811

少数株主持分 43 14

純資産合計 81,753 80,218

負債純資産合計 103,955 100,507
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

売上高 51,794 53,171

売上原価 21,162 20,974

売上総利益 30,632 32,196

販売費及び一般管理費 25,580 27,808

営業利益 5,051 4,387

営業外収益   

受取利息 134 188

受取配当金 29 44

不動産賃貸料 23 29

持分法による投資利益 20 －

その他 44 37

営業外収益合計 252 300

営業外費用   

支払利息 5 10

為替差損 4 19

不動産賃貸費用 27 24

持分法による投資損失 － 6

その他 18 15

営業外費用合計 55 76

経常利益 5,248 4,611

特別利益   

投資有価証券売却益 39 118

受取補償金 18 －

その他 0 1

特別利益合計 57 119

特別損失   

固定資産除却損 130 80

投資有価証券評価損 102 115

店舗閉鎖損失 465 49

減損損失 102 －

その他 67 23

特別損失合計 869 268

税金等調整前四半期純利益 4,436 4,463

法人税等 1,917 1,994

少数株主利益 3 4

四半期純利益 2,514 2,464
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,436 4,463

減価償却費 1,562 1,784

減損損失 102 －

のれん償却額 － 34

退職給付引当金の増減額（△は減少） 56 80

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21 3

賞与引当金の増減額（△は減少） 145 37

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5 △18

固定資産除却損 117 80

店舗閉鎖損失 280 49

投資有価証券評価損益（△は益） 102 115

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △39 △118

持分法による投資損益（△は益） △20 6

受取利息及び受取配当金 △164 △233

支払利息 5 10

為替差損益（△は益） 6 17

売上債権の増減額（△は増加） △978 △859

たな卸資産の増減額（△は増加） △97 △129

仕入債務の増減額（△は減少） 984 1,085

その他 188 △10

小計 6,705 6,398

利息及び配当金の受取額 163 205

利息の支払額 △5 △10

法人税等の支払額 △2,442 △732

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,420 5,860

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 － △970

有価証券の売却及び償還による収入 2,515 1,763

有形固定資産の取得による支出 △2,305 △1,486

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △191 △172

敷金及び保証金の差入による支出 △475 △176

敷金及び保証金の回収による収入 301 339

事業譲受による支出 － △2,002

その他 △35 △13

投資活動によるキャッシュ・フロー △189 △2,719
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,090 3,560

短期借入金の返済による支出 △1,190 △4,120

リース債務の返済による支出 － △153

少数株主からの払込みによる収入 － 25

長期借入金の返済による支出 △11 －

配当金の支払額 △656 △606

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △767 △1,294

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,456 1,829

現金及び現金同等物の期首残高 15,554 17,689

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,010 19,519
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該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年３月１日 至 平成21年８月31日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年８月31日） 

（注）１．事業区分は、当社の内部管理上採用している区分に基づき、販売方法の類似性を考慮し、小売事業、卸売事

業、その他の事業に区分しております。 

   ２．各事業区分の主要な内容 

    ・小売事業  ……コーヒーその他飲食品類の直営店における小売販売 

      レストラン部門：日本レストランシステムグループ等の直営店      

       喫茶部門   ：ドトールコーヒーグループの直営店 

     ・卸売事業  ……コーヒー、洋菓子その他飲食品類、器具、消耗品等の卸販売及び加盟金・ロイヤリティ

収入 

     ・その他の事業……店舗設計収入等 

  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間(自平成21年３月１日 至平成21年８月31日) 

在外連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。 

  

 当第２四半期連結累計期間(自平成22年３月１日 至平成22年８月31日) 

在外連結子会社及び在外支店の損益は10%未満であるため、記載は省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

小売事業
（百万円） 

卸売事業
（百万円）

その他の
事業 

（百万円）

計
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

レストラン 
部門 

喫茶部門

売上高                                          

(1）外部顧客に対する売上

高 
 14,950  14,696  21,622  525  51,794  －  51,794

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 100  －  1,147  －  1,248  (1,248)  －

計  15,050  14,696  22,770  525  53,043  (1,248)  51,794

営業利益（又は△営業損失）  2,669  1,305  3,763  △9  7,729  (2,678)  5,051

  

小売事業
（百万円） 

卸売事業
（百万円）

その他の
事業 

（百万円）

計
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

レストラン 
部門 

喫茶部門

売上高    

(1）外部顧客に対する売上

高 
 17,381  14,961  20,597  230  53,171  －  53,171

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 505  －  1,584  －  2,090 ( ) 2,090  －

計  17,886  14,961  22,182  230  55,261 ( ) 2,090  53,171

営業利益（又は△営業損失）  2,479  1,133  3,897  △62  7,448 ( ) 3,060  4,387
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〔海外売上高〕 

 前第２四半期連結累計期間(自平成21年３月１日 至平成21年８月31日) 

海外売上高は、連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載は省略しております。 

  

 当第２四半期連結累計期間(自平成22年３月１日 至平成22年８月31日) 

海外売上高は、連結売上高の10%未満であるため、海外売上高の記載は省略しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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